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イエスの言葉に ｢敵を愛し､ 自分を迫害する者

のために祈れ｣ (マタイ福音書５：４４) があり

ます｡ ｢愛敵の教え｣ と呼ばれている教えです｡

授業などでこの言葉を紹介すると､ 高校生から大

学生､ そして大人までが口々に ｢そんなのムリ､

ムリ｣ ｢ありえんしー｣ と反応します｡ 果たして､

これは本当に､ ありえん､ ムリな教えなのでしょ

うか？

実際､ キリスト教の歴史では､ この言葉はもっ

とも困難なもの､ つまり守るのがムリな教えと見

なされてきたものです｡ ムリだと思えば､ 後は言

い訳を考えるしかありません｡ そこでこの言葉は

色々な方法で薄められたり､ かわされたりしてき

ました｡ たとえば､ これは聖職者だけに語りかけ

られた教えで､ 一般の信者は守らなくていい､ と

か｡ ｢敵を愛せよ｣ とあるが､ イエスの他の教え

と比べると ｢自分を愛するようにあなたの敵を愛

せよ｣ とまでは命じられていないから､ 敵を憎ま

ないことで十分である､ とか｡ この教えは一対一

の個人としての人間関係においては守られなけれ

ばならないが､ 民族対立や国家間の戦争といった

社会集団の問題については適用しなくてもよい､

とかです｡�������������
ところが､ この ｢愛敵の教え｣ をがちんこで受

け止め､ しかも誰もが理解できる言葉で言い換え､

実践しようとした人々がおります｡ そこで､ その

中から４人を取り上げ､ その発言を紹介したいと

思います｡ マハトマ・ガンジー (����～����)､
マーティン・ルーサー・キング (����～����)､
トマス・マートン (����～����)､ ティク・ナッ
ト・ハン (����～ ) です｡���������
インド独立の父ガンジーは､ インドを植民地と

して支配しているイギリスの背後にあるキリスト

教会を批判しましたが､ イエスの教え､ 特にその

｢山上の教え｣ に深く学び､ 彼の非暴力思想と直

接行動に着想を得ています｡ そのガンジーが ｢愛

敵の教え｣ について直接触れている発言を紹介い

たしましょう｡

｢自分を愛する人のみを愛するのであれば､ そ

れは非暴力ではない｡ 自分を憎む人を愛する時に

初めて非暴力となる｡｣ (��クリパラーエー編 『抵

抗するな・屈服するな ガンジー語録』 古賀勝郎

訳､ 朝日新聞社､ ����年､ ���ページ)���������年��月､アフリカ南部のある町で人種差別
事件が発生しました｡ キング牧師はその事件に抗

議し､ 抵抗運動を指導し､ それ以来､ アメリカの

人種差別撤廃運動を担いました｡ 後にはベトナム

反戦運動を開始､ 間もなくして暗殺者が放った凶

弾に倒れました｡ ����年４月４日のことでした｡
このキング牧師の有名な説教に ｢あなたの敵を

愛せよ｣ があります｡ ����年��月��日に語られた
説教です｡ その中から少し引用いたしましょう｡

｢ある個人が彼の敵を愛そうとする時にしなけれ
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ばならない･･･事柄は､ 彼の敵の中に善の要素を

見出すことであり､ その人を憎み始めたり､ 憎も

うと考えたりする時にはいつでも､ その人の中に

も何らかの善があるのだから､ 悪しき点とバラン

スを欠いているその善い点をじっと見つめるよう

にしなければならない･･･｡｣ ｢あなたがたを最も

憎んでいる人種の中にも､ 何かの善がある｡ ･･･

だから､ どうかあなたがたの敵の中にこの善の要

素を見出してほしい｡ ･･･憎もうとするときには､

この善の核心を発見して､ それをじっと見つめて

ほしい｡｣ (『真夜中に戸をたたく キング牧師説

教集』 梶原寿訳､ 日本基督教団出版局､ ��～��ペー
ジ)

キング牧師によれば､ ｢敵を愛する｣ とは言い

換えれば､ 敵と思える個人であれ､ 集団であれ､

その人々の中にも善の要素を見ること､ つまり､

その人たちも人格を持つ私たちと同じ人間だと認

めることなのです｡������
三人目のマートンは､ アメリカのカトリック教

会の司祭 (トラピスト会) で､ 多くの書物を著し

た方です｡ ｢祈りと労働｣ の修道生活をしながら

も､ ベトナム戦争当時のアメリカにあっては圧倒

的に少数派であった ｢非暴力主義｣ に立って､ 戦

争に反対し､ 核兵器の廃絶､ 愛と平和を説き､ そ

れゆえに ｢アメリカの良心｣ と呼ばれました｡ ダ

ライ・ラマや鈴木大拙などの仏教指導者とも交流

された方です｡ 以下､ 彼の発言を引用しますが､

ベトナム戦争最中の発言であることに注目してく

ださい｡

｢敵も私たちと同様人間であって､ 動物や悪魔

ではないことを忘れてはならない｡｣ (木鎌安雄

『評伝トマス・マートン』 ドン・ボスコ社､ ���ペー
ジ) ｢わたしたちは､ 敵対者から 『何かを学ぼう』

としているか｡ 『新しい真理』 が敵対者から知ら

されたら､ それを認めるか｡ 敵対者が完全に非人

間的ではない､ 悪くはない､ 不合理ではない､ 残

酷ではないなどと､ 喜んで認めることができるか｡｣

(『平和への情熱 トマス・マートンの平和論』 木

鎌安雄訳､ 女子パウロ会､ ���ページ)
マートン神父によれば､ ｢敵を愛する｣ とは言

い換えれば､ 敵と思える人々も私たちと同じ人間

であって､ 敵を ｢動物や悪魔｣ と見なす ｢敵視の

心理｣ から抜け出して､ やがては遂に ｢敵から学

ぶ｣ 用意すら自らに課すことなのです｡�������
最後に紹介するナット・ハンは､ ベトナム出身

の禅僧・平和運動家です｡ ベトナム戦争中は､ 非

暴力に徹した社会活動､ すなわち爆撃された村の

再建や学校や病院の建設､ 離散家族の再会プログ

ラムなどを行ない､ ｢社会参画仏教｣ を提唱しま

した｡ ����年に渡米してベトナム戦争の終結を訴
え､ キング牧師に面会して反戦運動に参加するよ

う促しました｡

ナット・ハン師はこう言っています｡ ｢イエス

は言われました｡ 『あなたの敵を愛し､ あなたを

ののしる者を祝福せよ､ ・・・』 と｡ 自分の怒り

を深く見つめてみるならば､ 私たちは､ 自分が敵

と呼んでいるその人もまた苦しんでいるのだ､ と

いうことがわかります｡ そのことがわかるように

なれば､ 直ちに私たちはその人を受け入れ､ その

人に同情心を抱くことができるようになるのです｡

そのことをイエスは､ 『あなたの敵を愛する』 と

言ったのです｡ 私たちが自分の敵を愛することが

できた時には､ その相手はもはや敵ではないので

す｡ 『敵』 という考えは消え失せ､ 他者への限り

ない同情心という考えに取り代わります｡｣ (『ラ

ブ・イン・アクション 非暴力による社会変革』

滝和久訳､ 渓声社､ ��ページ)
ナット・ハン師によれば､ ｢敵を愛する｣ とは

言い換えれば､ 敵と思える人々も私たちと同じく

苦しむ人間であって､ その ｢敵の苦しみ｣ が理解

できれば､ 私たちは敵を受け入れ､ 同情心を抱く

ことができる｡ そのことよって､ ｢敵｣ はもはや

敵ではなくなり､ 共に苦しむ人生の同行者となる

のです｡ 人間の ｢苦 (苦しみ)｣ を深く洞察する

仏教徒らしい､ そして極めて妥当な理解だと思い

ます｡ 彼は仏教僧侶ですが､ ガンジーと並んで､

イエスの ｢愛敵の教え｣ のもっとも深い理解者の

一人と言えるでしょう｡ (つづく)
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｢施し｣ ｢断食｣ ｢祈り｣､ この三つはどの宗教

においても大切な行為です｡ もっとも ｢祈り｣ は､

信仰のあるなしにかかわらず誰もが行っています｡

｢施し｣ は､ 悲しむ人を慰め､ 苦しむ人を助ける

ことでしょう｡ ｢断食｣ の本質的な意味は､ 足る

を知る生き方を自らに課してゆくとことだと思い

ます｡ どれも大切な行為と言えます｡

ところが当時のユダヤ教の信者の中で､ これら

の行為を人前で見せびらかす者たちがいたのです｡

なぜ彼らはそうするのでしょうか｡ 素直に考えれ

ば､ 周囲に認められたいということでしょう｡

｢ああ､ あの人は立派な人だな｣ ｢何と敬虔深いん

だ｣ ｢たいしたものだ｣ そのような評価を得たい

のです｡ ところがイエスは､ このような人たちは､

すでに報いを受けていると言うのです｡ ｢報い｣

という言葉を調べてみました｡ ｢ある行為の結果

として自分の身にはね返ってくる事柄､ 善悪いず

れにもいう｡｣ 善い意味もあれば悪い意味もある

わけです｡

人前でこれらの行為を行う人の目的は､ 良く思

われたいからと述べました｡ 良く思われたらどう

なるでしょうか｡ 優越感に浸ると思います｡ 誰も

が同じようにできるわけではありません｡ 当然の

ことながら､ 差が生じます｡ よくできる者は､ 更

なる優越感に浸れます｡ そうでない者は劣等感に

さいなまれます｡ 優越感に浸れる者たちは､ 同じ

ようにできない者たちを見下すでしょう｡ つまり

人の目を意識してやることで､ 優れた者とそうで

ない者とを分け隔てる差別意識が生まれることに

なると思うのです｡

そもそもこれらの行為は､ 誰かと比較して競う

ことが目的ではありません｡ しかし人の目を意識

することで､ これらの行為が競争となり､ 優越感

に浸る者､ 劣等感にさいなまれる者､ そうした分

け隔ての構造を作りだしてしまうのです｡ イエス

は､ 人前でこれらの行為を行う者は､ このような

意味で悪い報いを受けていると言いたかったので

はないでしょうか｡

では ｢善い報い｣ とは何でしょうか｡ イエスは

言います｡ ｢隠れたところにいて､ 隠れたことを

見ておられる神が報いてくださる｡｣ どういうこ

となのでしょうか｡ 藤木正三という牧師が､ 次の

ようなことを述べられています｡ ｢神は隠れたと

ころにおられると言います｡ 隠れたところとはど

こでしょうか｡ 人の目から隠れた心の中のことで

しょうか｡ しかし､ そこも人の目から隠れている

だけで､ 自分の目からは隠れていません｡ では､

自分の目からも隠れたところはどこでしょうか｡

それは､ 人はどこから来てどこへ行くのかという

存在の不思議さです｡ これは､ 誰の目にも隠れて

います｡｣

藤木先生の言われるように､ わたしたちがこう

して存在すること｡ これは不思議なことです｡ 確

かに誰の目にも隠されたことと言えると思います｡

そして ｢隠された｣ とは､ 見えないとかわからな

いというだけではなくて､ ｢気がつかない｣ ｢思い

もよらない｣ という意味もあるのではないかと思っ

たのです｡

もう��年くらい前､ 北九州の筑豊へ研修に行き
ました｡ そこで福吉伝道所という小さな教会で働

かれている犬養光博牧師と出会いました｡ 犬養先

生は､ 同志社大学神学部の学生の頃から､ 筑豊の

福吉炭鉱という零細な炭鉱と関わりを持ってきま

した｡ 日本の各地の炭鉱は､ ����年代､ 主要エネ
ルギーが石炭から石油に変わる中で､ 経営が悪化

し､ どんどん閉山に追い込まれてゆきました｡ 炭

�������� ��������� ��������� ����������������������
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鉱労働者たちは次々と失業し､ その家族は貧しさ

の極みに突き落とされていったのです｡ 犬養先生

は仲間の神学生らと共に ｢筑豊のこどもを守る会｣

を発足し､ 筑豊でももっとも貧しい福吉に行った

のでした｡

わたしたちは犬養先生から当時の活動の様子を

スライドを見ながら聴きました｡ そのほとんどは

忘れてしまったのですが､ たった一枚のスライド

の写真は今も目に焼き付いています｡ その写真は､

福吉の小学生たちが��～��人でしょうか｡ 記念の
ために写した写真でした｡

犬養先生によると､ 福吉での活動期間中､ 一回

だけ給食をしたそうです｡ 給食と言っても近くの

パン屋さんにお願いして作ってもらったコッペパ

ンだけだったそうです｡ こどもたちのほとんどは､

一日一食しか食べられないこどもだったそうです｡

ですから犬養先生たちは､ 喜んで食べてくれるだ

ろうと思ったそうです｡

けれども､ ほとんどのこどもたちは食べなかっ

たというのです｡ ｢どうしたの？｣ と聞くと､ 皆

恥ずかしそうに ｢家に帰ってから食べる｣ という

ことでした｡ 後でわかったそうですが､ 家には自

分と同じように腹を空かしている家族がいたので

す｡ なるほどスライドの写真のこどもたちの手に

はコッペパンがありました｡ 皆あふれんばかりの

笑顔で写っていました｡

この子供たちが､ 目の前に差し出されたコッペ

パンを､ 食べたくて食べたくて仕方がないのをじっ

と我慢して､ 持ってきてくれようとは､ 家で待っ

ている親や兄弟は､ 予想もしていなかったはずで

す｡ こどもたちが家に帰ったとき､ 兄弟たちは大

喜びだったと思います｡ 親たちはわが子の優しさ

に胸が熱くなったかも知れません｡ きっと一つの

コッペパンを､ 家族みんなで分け合って､ 幸せな

時を過ごしたと思うのです｡

イエスは言います｡ 神は隠れたところにおられ

ると｡ わたしたちが気づかないこと､ 思いもよら

ないこと､ そこにいるのだと言うのです｡ そして､

隠れたことを見て報いてくださると言われます｡

あなたが気づかないところで､ あなたが知らない

ところで､ あなたが思いもよらないところで､ あ

なたを思いやり､ あなたに助けを差し伸べ､ あな

たのために耐え忍び､ あなたのために力を尽くし

ている者がいてくれるのだ｡ 苦しくても､ 悲しく

ても､ あなたは覚えられ､ 支えられ､ 助けられて

いる｡ そうした仲間が必ずいる｡ そのようにして

あなたは生きていられるのだ｡ 前に進んでいける

のだ｡ これこそ神の報いなんだ､ ということでは

ないでしょうか｡ わたしたちもまた､ 思いもよら

ない誰かに支えられ､ 気がつかない誰かに助けら

れ､ 今こうして生きることができる｡ わたしたち

の目に隠れた ｢報い｣ を覚える者でありたいと思

います｡����年�月��日 (木) 各務原キャンパスチャペルアワー奨励����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������������
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実施日 チャペル・トーク(スピーチ) 奨励担当者 所 属 ・ 役 職
４月��日 ｢神を畏れることを知らないが故に亡びる｣ 志 村 真 中部学院大学短期大学部宗教主事
４月��日 ｢金持ちとラザロのたとえ話｣ 笠 井 惠 二 岐阜済美学院宗教総主事
４月��日 ｢たいせつなきみ｣ 山 田 陽 子 中部学院大学教授
５月６日 ｢人はパンだけで生きるのではない｣ 日 高 伴 子 日本キリスト教団蘇原教会牧師
５月��日 ｢隠れた報い｣ 木 下 忠 司 日本キリスト教団坂下教会牧師
５月��日 ｢人の子は罪をゆるす権限を｣ 村 上 進 中部学院大学総務部長
５月��日 ｢ときが良くても悪くても｣ 志 村 真 中部学院大学短期大学部宗教主事
６月３日 宗 像 亮 二 日本キリスト教団各務原教会牧師
６月��日 志 村 真 中部学院大学短期大学部宗教主事
６月��日 須 藤 茂 明 日本キリスト教団華陽教会牧師
６月��日 笠 井 惠 二 岐阜済美学院宗教総主事
７月１日 笠 井 惠 二 岐阜済美学院宗教総主事
７月８日 中 根 汎 信 日本キリスト改革派那加教会牧師
７月��日 志 村 真 中部学院大学短期大学部宗教主事

実施日 チャペル・トーク(スピーチ) 奨励担当者 所 属 ・ 役 職
４月��日 ｢旧約の預言者ヨナ｣ 笠 井 惠 二 岐阜済美学院宗教総主事
４月��日 ｢文部省唱歌になった賛美歌｣ 田 口 清 吾 中部学院大学事務局次長
４月��日 ｢追いつめられた者｣ 小 野 経 男 岐阜済美学院学院長
４月��日 ｢神を畏れることを知らないが故に亡びる｣ 志 村 真 中部学院大学短期大学部宗教主事
４月��日 ｢時は満ちた｣ 志 村 真 中部学院大学短期大学部宗教主事
４月��日 ｢金持ちとラザロ｣ 笠 井 惠 二 岐阜済美学院宗教総主事
５月６日 ｢人の子は罪をゆるす権限を｣ 村 上 進 中部学院大学総務部長
５月��日 ｢荒野に水は湧きて｣ 西 堀 元 中部学院大学総合研究センター事務係長
５月��日 ｢人はパンだけで生きるのではない｣ 日 高 伴 子 日本キリスト教団蘇原教会牧師
５月��日 ｢自分の目指すもの｣ 桐 山 潤 中部学院大学学生課課長
５月��日 ｢ときが良くても悪くても｣ 志 村 真 中部学院大学短期大学部宗教主事
５月��日 ｢�デナリオンの恵み｣ 小田部 正 一 日本キリスト教団中濃教会牧師
５月��日 ｢苦しみの中にある希望｣ 益 田 明 中部学院大学通信教育部事務員
５月��日 ｢人間にとって祈りとは｣ 片 桐 多恵子 中部学院大学短期大学部学長
６月３日 ｢石の声に耳を傾ける｣ 大 宮 有 博 名古屋学院大学商学部准教授
６月７日 鴨 下 直 樹 同盟福音基督教会芥見キリスト教会牧師
６月��日 西 島 麻里子 岐阜済美学院済美高等学校宗教主事
６月��日 宇佐美 敏 雄 中部学院大学通信教育部課長補佐
６月��日 志 村 真 中部学院大学短期大学部宗教主事
６月��日 菊 池 真 中部学院大学通信教育部課長補佐
６月��日 木 下 忠 司 日本キリスト教団坂下教会牧師
７月１日 志 村 真 中部学院大学短期大学部宗教主事
７月５日 梶 原 寿 日本キリスト教団牧師
７月８日 加 藤コラゾン 中部学院大学短期大学部准教授
７月��日 志 村 真 中部学院大学短期大学部宗教主事
７月��日 笠 井 惠 二 岐阜済美学院宗教総主事
７月��日 小 野 経 男 岐阜済美学院学院長
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これまでのチャペルアワーの内容が､ 本学ホームページに掲載されておりますのでぜひご覧下さい｡

中部学院大学・中部学院大学短期大学部ホームページ������������������������������
左側のメニューから
｢中部学院について｣ → ｢キリスト教教育について｣ → ｢チャペルアワー｣

とお進み下さい｡����������������������������������������������������������
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